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時 とき省略記号 期 期間 場 ところ 講 講師 対 対象 定 定員 ¥  参加費など 持 持ち物 申 申し込み 問 問い合わせ内 内容 F  FAX  メール 他 その他

お知らせ
「くらし」「もよおし」「相談」
など、さまざまな情報をお届け

今月の市税などの納期限
4 月 30日㈫

・固定資産税　　　　　　第１期

②
転
落
防
止
柵
を
設
置
す
る
工
事

①
、
②
に
付
随
す
る
固
定
式
昇
降
用

ハ
シ
ゴ
な
ど
の
設
置
工
事

補
助
金
額　
対
象
工
事
費
の
３
分
の

１
（
上
限
額
10
万
円
）

申
請
受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈪
～
11
月
29
日
㈮

問
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
室

　
（
☎
75
‐
８
９
４
７
）

村
上
城
跡
中
世
遺
構
散
策
コ
ー
ス

は
今
年
度
も
通
行
止
め
と
し
ま
す

　

令
和
5
年
の
大
雪
に
よ
る
倒
木
が

現
在
も
多
数
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、

今
年
度
も
通
行
止
め
と
し
ま
す
。
通

行
止
め
の
解
除
は
未
定
で
す
。

問
生
涯
学
習
課
文
化
行
政
推
進
室

　（
☎
53
‐
７
５
１
１
）

「
緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

　

こ
の
募
金
は
、
地
域
・
学
校
で
の

植
樹
や
森
づ
く
り
活
動
、
緑
の
少
年

団
の
育
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
緑

化
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
も
５
月
31
日
㈮
ま
で
募
金
活

動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
令
和
５
年
度
の
募
金
成
果

　

３
０
６
万
１
０
７
２
円

問
農
林
水
産
課
林
業
水
産
振
興
室

　
（
☎
53
‐
３
３
６
８
）

問
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
（
☎
53

‐
７
２
２
２
）

海
府
ふ
れ
あ
い
広
場
を
再
開
し
ま
す

　

冬
期
間
、
休
業
し
て
い
た
海
府
ふ

れ
あ
い
広
場
体
験
交
流
棟
、
直
売
所

を
再
開
し
ま
す
。

期
４
月
６
日
㈯
～
12
月
15
日
㈰

　

午
前
８
時
～
午
後
１
時

問
海
府
ふ
れ
あ
い
広
場
管
理
運
営
組

合
（
☎
Ｆ
58
‐
２
４
３
０
）

鮭
公
園
の
腐
葉
土
・
伐
採
木
を

無
償
で
配
布
し
ま
す

期
４
月
15
日
㈪
～
30
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
鮭
公
園

　

※ 

イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館
事
務
室
で
受
付

持
腐
葉
土
や
伐
採
木
を
入
れ
る
袋

他
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

問
イ
ヨ
ボ
ヤ
会
館

　
（
☎
52
‐
７
１
１
７
）

雪
下
ろ
し
時
の
事
故
防
止
の
た
め

の
設
備
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助

対
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

で
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

人
対
象
工
事
（
屋
根
雪
下
ろ
し
時
の
転

落
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
安
全
対

策
工
事
）

① 

命
綱
固
定
ア
ン
カ
ー
を
設
置
す
る

工
事

村
上
市
役
所

本庁� （☎53−2111）
荒川支所� （☎62−3101）
神林支所� （☎66−6111）
朝日支所� （☎72−0111）
山北支所� （☎77−3111）

く
ら
し

〈有料広告〉〈有料広告〉〈有料広告〉〈有料広告〉

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す

　

期
間
は
４
月
６
日
㈯
～
15
日
㈪
ま

で
で
、
４
月
10
日
㈬
を
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
は
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、

歩
き
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
が

道
路
を
利
用
し
ま
す
。
子
ど
も
の
飛

び
出
し
な
ど
の
危
険
を
常
に
予
測

し
、安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
見
え
ま
す
か　

渡
る

そ
の
子
の　

小
さ
な
サ
イ
ン
」

運
動
の
重
点

・ 

こ
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道

路
交
通
環
境
の
確
保
と
安
全
な
横

断
歩
道
の
実
践

・ 

歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
「
思

い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」
運
転
の

励
行

・ 

自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等

利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守

問
市
民
課
生
活
人
権
室
（
☎
53
‐
３

３
６
３
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

興
課
市
民
生
活
室

春
の
火
災
予
防
運
動「
火
を
消
し
て　

不
安
を
消
し
て　
つ
な
ぐ
未
来
」

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
と
な
る
た
め
、
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。
す
で
に
設
置
し
て
い
る

人
は
適
切
に
作
動
す
る
か
点
検
を
お

願
い
し
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
10
年
を
目
安
に
本
体
ご
と
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

　新潟県文化財保護審議会の答申を受け、山
元遺跡出土品280点（土器、石器、石製品、鉄
器、青銅器、ガラス小玉）が新潟県有形文化
財（考古資料）に指定されました。これにより、
市内の県指定文化財は12件、考古資料として
は樽口遺跡、元屋敷遺跡、高平遺跡出土品と
併せて４件となりました。
　山元遺跡は、約1,900年前の弥生時代後期を
最盛期とする日本最北の高地性環濠集落で、
遺跡は国の史跡に指
定されています。
■問生涯学習課
　文化行政推進室
　（☎53−7511）

【村上市介護人材確保推進事業給付金】
　市では、市内の介護事業所にお勤めの人を支援するため、申請により給付金を支給しています。

資格・支給要件 支給額
介護福祉士、介護支援専門員、社会福祉士のいずれかの資格を有する人で
・大学などを卒業後、新たに市内の介護事業所へ就職する人
・市外の介護事業所から市内の介護事業所へ転職する人

20万円

市内の介護事業所に勤務している人で介護福祉士の資格を取得した人 10万円
介護福祉士実務者研修を新たに受けた人で
・研修修了後、市外の介護事業所から市内の介護事業所へ転職する人
・市内の介護事業所に勤務している人でこの研修を修了した人

５万円

介護職員初任者研修を新たに受けた人で
・研修修了後、市外の介護事業所から市内の介護事業所へ転職する人
・市内の介護事業所に勤務している人でこの研修を修了した人

３万円

※ 上記のほか「同一事業所で勤務を３年以上継続すること」などの勤務要件があります。詳しくは市ホームページ
をご覧ください

【介護人材バンク】
　「今持っている資格を介護の仕事で活かしたい」など、市内の介護事業所での就職・転職をお考え
の場合はぜひ登録してください。
登録ができる資格者　介護福祉士、介護支援専門員、社会福祉士、精神保健福祉士、看護師、准看護師、
　　　　　　　　　　管理栄養士、栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、調理師など
■問介護高齢課介護保険室（☎75−8936）

山元遺跡出土品が
県の文化財に指定されました

　温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止など
を図るための森林環境整備などに必要な地方財源を
安定的に確保する目的で「森林環境税」および「森
林環境譲与税」が創設されました。
　これにより「森林環境税」が令和６年度から個人
住民税（村上市においては市民税・県民税）均等割
と併せて、国税として１人年額1,000円を賦課徴収す
ることになります。

区　　分 令和５年度
まで（年額）

令和６年度
から（年額）

個人の市民
税・県民税

均等割

市民税 3,500円 3,000円

県民税 1,500円 1,000円

森林環境税 国税 ― 1,000円

合　　計 5,000円 5,000円
■問税務課市民税室（☎75−8928）

令和６年度から森林環境税が課税開始となります

介護人材の確保に努めています「村上市介護人材確保推進事業給付金」「介護人材バンク」 ホームページ

ホームページ


